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 昭和１６年生まれ ７４歳 

 川崎市高津区蟹ヶ谷在住 

◆新丸子から蟹ヶ谷へ 

私の生まれは東京の大崎です。すぐに

新丸子に引っ越して、成人するまでそち

らで暮らしていました。 

父は私が５歳の時に亡くなりましたの

で、母方の祖父母、母、私、３歳下の弟

の５人で暮らしていました。 

埼玉や高崎に知り合いがいて、疎開も

しました。食べ物にはあまり不自由しな

かったですね。 

母は定年までずっと、日本電気に勤め

て一家を支えてくれました。だから私は

祖父母に育てられたようなもんですね。

小学校のころよく横須賀線の貨物列車に

乗って逗子に海水浴に連れていってもら

いました。 

こちらに引っ越したのは昭和３８年だ

ったかな。私が２２、３歳のころです。

少し前に土地を買って、そのままになっ

ていたんですが、そこを不動産屋が売っ

てくれって言ってきたんです。現地に行

ってみると、道路も整備されて便利にな

っていたし、新しい住民もぼつぼつ増え

始めていてね。自分たちも住もうよって

ことになったんです。それで新丸子の方

を売ってこちらに移りました。 

その頃にはもう尻手黒川道路ができて

いました。まだ砂利道でした。 

◆自転車で鉄塔へ 

昔はまだ高い建物が少なかったから、

新丸子から蟹ヶ谷の鉄塔がよく見えてい

ました。子どもの頃はしょっちゅう自転

車に乗って鉄塔まで遊びにきたもんです。

その頃は３本鉄塔と呼ばれていて、後に

２本になって、４～５年前に撤去されま

した。春には桜がね、それは見事でした。 

昭和２４年頃の田園風景（右奥に見える

のが蟹ヶ谷の鉄塔） 

丘の上に中島商店って店があり、親か

ら５円くらい小遣い貰って出かけて、そ

こでコッペパンを買ってジャムだのピー

ナッツバターだのをつけて食べたりして



ました。今はコンビニになっています。 

蟹ヶ谷から鷹巣橋の方へ降りる道が曲

がりくねった急坂で、砂利道で竹藪があ

って、七曲りって呼んでましたけど、そ

こを自転車で降りるのがスリル満点で面

白くてねえ。勢いがつくと止まれなくて

川に突っ込んだり、付近の農家の野菜の

洗い場に飛び込んだりしてましたよ。

(笑) 

現在慶応大学の日吉キャンパスになっ

ているところにも、陸軍司令部の大きな

地下防空壕があって、入っちゃいけない

んだけどこっそり入って遊んだりもしま

した。中は迷路みたいだった。 

なので、子どものころ、この辺ではけ

っこう遊んでいたんです。 

◆小学校は二部制 

小学校は中原小学校に入学しました。

私が入学する時は他に小学校がなかった

んですよ。歩いて３０分くらいかかった

かなあ。２年生からは現在の中原中学校

のところに上丸子小学校が造られたので

そちらに通い、昭和２４年に上丸子小学

校が丸子地区に移転しました。その後に

中原中学校が設立されたんです。 

その頃は学校が足りなくて午前と午後

の二部制でした。午前の組と午後の組は

地区で分けられて定期的に交代するんで

す。で、午前の子は給食を食べたら帰る

の。午後の子は窓から給食食べてるのを

じっと覗いてました(笑)。 

給食は脱脂粉乳とコッペパンが基本な

んだけど、なぜか森永ミルクキャラメル

がついていたり、牛乳の中に大根が一緒

に煮てあったこともありました(笑)。 

◆就職コースは難関だった 

中学校は中原中学校です。その後、宮

内中学校、西丸子小学校、西中原中学校

が次々できました。 

中学３年生になると進学コースと就職

コースがあったんだけど、進学コースよ

り就職コースの方がずっと勉強が難しか

ったんだ。就職コースだった者は皆大手

のいい会社に入ってました。 

自分は県立川崎工業高校の電気科に進

学して通信を専攻しました。卒業後、向

河原にある日本電気に就職しました。川

崎工業からは他に２人が一緒に入社しま

した。 

◆思い出がつまった多摩川 

 子どもの頃の遊びといえば、なんとい

っても多摩川で泳いだこと。「川の家」が

毎年開設され、にぎわっていました。私

は家から赤い褌一つで出かけてました。 

それから釣りをしたこと。丸子橋の辺り

が海魚と川魚の境目で、ボラ、ハゼ、ア

ユなんかが釣れましたよ。ガス橋のとこ

ろではシジミも採れました。その頃のガ

ス橋は、人が１人通れるくらいの幅で床

は木でした。 

 河原には畑があって、トマトやキュウ

リ、スイカなんかが植えてあって、遊ん

でお腹が空いたときに、ちょっと失敬し

たこともあったな(笑)。 

それから大人がやってる麦踏みを皆で

真似してやったら、麦を全部倒してしま

ったらしくてえらく怒られました。 

 麦わらに潜ってかくれんぼしたり、冬

は手作りのスキーや竹ソリ。スキーもソ

リも竹とミカン箱などで自分で作ってい



ました。雪は結構降りましたね。 

 もちろん丸子花火大会も楽しみでした。

河原では他にオートレースもやっていま

したね。今も、丸子橋の近くの土手にコ

ンクリートの観覧席が残っています。 

 大きくなってからは登山が好きになっ

て、青春時代は全国の山々を登ってまわ

りました。今も昔の仲間と親交があり、

山登りを続けています。 

◆通勤路にホタルが 

蟹ヶ谷に転居した時は、すでにサラリ

ーマンになっていました。引っ越した少

し後に府中まで通うことになったんです

が、まだバス便が今みたいに便利じゃな

かったから通勤はかなり苦労しましたね。

会社は８時始業だから、朝６時半に明津

からバスに乗って新城まで行って、それ

から南武線で分倍河原までという道のり

です。当時の南武線は登戸から先は単線

だったんですよ。床は木でできていて、

油くさくってね。冬でも暖房がはいるわ

けじゃないし、寒かったですよ。今では

想像もつかない南武線でした。 

京浜工業地帯には工場がいっぱいあっ

たからね、そこへ大勢が南武線で通勤す

るので“職工電車”って呼ばれてました

よ。私の通勤とは反対方向の川崎方面行

きが混んでましたね。 

昭和３９年に東京オリンピックが開催

されたでしょう？放送局の設備の仕事を

担当していたから、忙しくてね。帰って

くるのはいつも深夜。終バスに乗れない

ことも度々でした。新城から自腹でタク

シーに乗るか、歩いて帰るかですよ。 

街灯なんてない真っ暗な道を歩いてい

たら小さな火の玉がいっぱい飛んでいて

ビックリしたけれど、実はホタルが群れ

を成して飛んでいたんでした。すごかっ

たですよ。この辺は水がいいからね。湧

水の綺麗なのがあちこちありましたから。 

夏にはカエルやセミも大合唱していま

したね。 

◆鳥や動物がいっぱい 

引っ越してきた当時、この辺は家もポ

ツポツとまばらで、畑や田圃、雑木林ば

かりでした。 

ホタルやカエルの他に、野鳥やいろん

な動物がたくさんいました。休みの日に

なると空気銃を持って野鳥狩りにくる人

もいました。 

この辺にいたのはコジュケイ、ウズラ、

ハクビシン、タヌキ、アライグマ、それ

にヘビやムカデね。タヌキは今でもいま

す。アライグマやハクビシンは誰かが飼

っていたのが野生化したのかもしれませ

んね。 

家ではチャボを飼っていたんだけど、

野犬に殺されちゃいました。今ではすっ

かりいなくなりましたけど、昔は野犬が

いっぱいいて、保健所が狂犬病を心配し

て盛んに野犬狩りってやってましたね。

針金の輪っかのついた道具で野犬を捕ま

えるの。野犬狩りのことを俗に“犬獲り”

って呼んでました。 

◆町内会で道普請 

 結婚したのは２８歳の時。家内はそれ

まで鹿島田にいたので、蟹ヶ谷に来て、

環境の違いに驚いていましたよ。 

 その頃の自治会のことは元からの土地



の人が担ってくれていました。 

道路が砂利道で雨になるとドロドロに

なってデコボコしていたのを、地ならし

や草刈り、枝払いをしたりして、皆総出

で道普請していましたね。普請に出られ

ない人は“お茶菓子代”ってのを出して

たっけな。 

私は出張が多くて町内のことはあまり

知らなかったんですが、３０歳の時に順

番で班長の役が来まして、自治会のお役

目を引き受けました。それ以来、自治会

の役員を引き受けてずっと関わっていま

す。 

◆マンションが増え、人も増えた 

平成になって世帯数が増えました。か

つてはアパートもなかったんだけどね。

畑や田圃がどんどん宅地化されて、マン

ションが次々建って、平成元年のこの地

区の世帯数は５００世帯くらいだったの

が、今は１，５００世帯を超えています。

その内３分の２はマンションの人達です。 

ホタルもカエルもすっかりいなくなり

ました。 

新しくマンションに来た人たちは子育

て世帯が多いですからね、子ども会にも

多い時は３００～４００人くらい参加し

ています。子母口小学校の生徒は、今８

００人～９００人くらいでしょうか。蟹

ヶ谷から通っている子どもが多いんです

よ。 

マンションができていなかったら、こ

の地区は高齢者ばかりの町になっていた

でしょうね。でも子どもたちは成人する

と出ていってしまうケースが多いですね

え。 

古くからの住人は３分の１くらいです

が、そういう人たちがこれまで地域を支

えてきたわけですね。でも、地域のこと

はこれからも誰かが引き受けていかなく

ちゃならないんですから、後継者の育成

と若い人達の参画が大きな課題です 

◆お祭りの復活 

蟹ヶ谷には八太（やふと）神社があり

ますが、宮司さんが他の神社と兼任で普

段は不在なんです。それで古くから地元

の氏子さんたちが世話をして守ってくれ

ていたのですが、その方たちもだんだん

高齢になりますでしょう？それで新しく

転入してきた人たちも一緒になって１５

年ほど前に奉賛会を設立したんです。奉

賛会の方も役員をやっています。 

年末年始の行事、初詣だね、どんど焼

きも神社の広場でやってます。最近じゃ

初詣に５～６００人くらい来るようにな

ってます。それから節分の行事、秋祭り

もやるようになりました。 

祭りをやるのにお神輿がなかったんで

樽神輿を作ってね。山車もあるんだよ。

未だにリヤカーで引っ張ってるけどね

(笑)。子どもたちは結構楽しみにしてい

ますよ。きっといい思い出になると思い

ます。 

◆生活も変わりました 

 引っ越してきた当時、この近所には店

は何もなかったね。上がって行くと市営

蟹ヶ谷住宅があり、中島商店の他に肉屋、

乾物屋、あと御用聞きして配達してくれ

るところがありましたね。下の方に行く

と米屋、肉屋、魚屋、少し後になって床



屋、寿司屋ができました。 

 御用聞きっていっても電話で注文する

んじゃないですよ。電話なんてなかった

ものね。電話を引いたのは結婚してから

だから昭和４４年か４５年のことでした

もの。注文を聞きに来て、若いお兄さん

が届けてくれていました。 

 今は買い物するときは元住吉か新城に

行ってます。 

テレビは新丸子にいたころから家にあ

りました。プロレスが一番の楽しみでし

たね。テレビがないときはお風呂屋さん

で見てました。 

ところが引っ越して来たら電波が届か

なくて見れなかったんだよ。画面が二重

になってしまうんだ。今じゃ考えられな

いですね。 

◆道路事情も変わりました 

交通も便利になりました。昔は新城に

行くバスしかありませんでした。今は綱

島、日吉、川崎、小杉、溝の口、鷺沼、

どこへでもバスで行けるようになった。

便利になりました。 

昔なかったものといえば、平成になっ

て信号も取り付けられました。綱島街道

からの抜け道になるもんだから、横浜の

車が通ることが増えたんだね。以前は信

号なんて必要なかったものね。 

今は女性も車を運転するのが当たり前

になっているけれど、家内が免許を取っ

て運転を始めたとき、この地区の女性ド

ライバー第１号だったのではないかなと

思います。珍しかったんですよ。 

◆あの鉄塔はなくなりました 

子どもの頃新丸子から眺めていたあの

鉄塔は撤去されてしまいました。昔はど

こからでも見えるあの鉄塔が目印になっ

ていたんだけどねえ。 

鉄塔のところに市営住宅があったんだ

けど、アパートとかじゃなくて、モルタ

ル２階建ての庭付きの家だったんだよ。

それも今はすっかり新しいマンション形

式に建て替えられました。 

引っ越してきた頃、矢上川沿いの桜並

木が素晴らしかったのを覚えています。

あの頃の面影は消えてしまい、郊外の住

宅街になってちょっと淋しい気持ちです。

その頃の方が気温が低く、涼しかったで

す。外から帰ってくるとき、家が近づく

につれて気温が下がっていくのがわかる

くらい涼しかったですよ。 

残り少ない自然等を後世に残していき

たいなと思っています。 

（平成２８年９月２９日取材） 


